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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、「変革期のイスラーム社会における宗教の新たな課題と役割に関する調
査・研究」の課題のもとで、研究者が各自の専門領域を踏まえて海外調査を実施し、変革期のただなかにある今日のイ
スラーム社会の実像を明らかにして、宗教の新たな役割と課題を考察するという共同研究であった。15名による研究は
、共著『変革期イスラーム社会の宗教と紛争』（塩尻和子編著、明石書店、2016年、410頁）に結実した。また、本科
研プロジェクトでは、毎年、海外の高名な研究者を招聘して、研究期間中に公開講演会7回、内部研究会を9回、開催し
たが、これらの報告や講演内容などは、すべて本科研のホームページに掲載されている。

研究成果の概要（英文）：Under the topic of “New Challenges and Roles of Religion in the Changing Islamic 
Society”, each of the 15 members practiced the researches abroad on their own academic themes. Using the 
fruitful information we got, we studied and analyzed the reality in the changing Islamic societies today. 
Our efforts of collaboration in these four years bore the big fruit; that is the publication of a book of 
410 pages, written by 16 authors including 14 collaborators of this academic project. In this work, we 
wrote the important role of Islam as a civil religion which exists to regulate and to improve the quality 
of human lives, both as communities and individuals. Though Islam is regarded as one of the central 
issues of state-religion in major Islamic countries, we could understand another important role as 
civil-religion on which people depend to live daily life in safety both socially and spiritually.
Our academic reports of this project, lectures and workshops are seen in the Webpage.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）平成 24 年度に本研究を開始した時期

は、北アフリカを中心に発生した民衆蜂起が

中東各地に波及しながらも一段落した時期

であり、チュニジア、エジプト、リビア、イ

エメンなどを中心として、民主化と言論の自

由を求める声の中で新政権が発足しつつあ

った。そのために、イスラーム社会において

研究テーマの「変革期のイスラーム社会」が

新しい形で実現しつつあるような期待を感

じさせるものがあった。そこで、新政権下で

変わりつつある社会状況と宗教的潮流を中

心に調査を行なうことにした。また現地の状

況が許せば、反政府暴動が続いているシリア、

バハレーン、イラクなどを中心に、民衆運動

の統合原理として働く宗教の動向を調査し、

これまで重要視されることが少なかった市

民宗教としてのイスラームの日常的な課題

を調査・検討しようとした。 

しかし、リビア、イエメン、シリア、イラ

クなど内紛が激化して現地での調査が不可

能となってきたこともあり、平成 25 年度以

降は、危険情報を確認しながら、上記の国・

地域の民衆革命後の社会状況を継続して調

査するとともに、他の中東地域、中央アジア

の宗教動向を調査することとなった。イスラ

ーム教徒の移民が急増しているヨーロッパ

各地やアメリカのイスラームを中心とする

宗教動向を調査・検討する計画が動くことに

なった。 

（２）本研究では、民衆蜂起を経験した社会

が内紛や政治的混乱に陥り、軍事的独裁政権

に逆戻りする国もある中で、急激に社会の表

舞台に躍り出たイスラーム復興運動の激化

によって、変動するイスラーム世界の宗教、

政治、国際関係などを調査検討し、現実社会

の中で何が起きているのか、人々の心理や期

待、新政権を支える体制や宗教復興現象など

を、現地調査をもとにして研究することにな

った。民衆蜂起による政権交代を経験した北

アフリカだけでなく、イスラーム教徒は今や、

世界中に存在しており、各地で様々な活動を

行っている。彼らが他宗教のなかで、対話や

共存を進め、相互理解を進展させるために、

どのような研究が必要なのか、これらについ

ての講演や執筆活動も展開することにした。 

  

２．研究の目的 

（１）どの宗教も社会との関係性を保ちなが

ら、社会の変動や近代化、グローバル化に対

応して多様な様相を示している。とくに、精

神性と日常性が不可分の形態をもつイスラ

ームでは、信仰生活は社会生活そのものであ

ることから、歴史の流れのなかで、イスラー

ムは社会の多様性にあわせて変化をしてき

た。ここ 2，30 年間のイスラーム復興運動に

よる政治的宗教運動の激化によって、イスラ

ーム研究では政治的視点が強調され、テロや

紛争をテーマとする研究が大勢を占めた。し

かし最近の北アフリカを中心とする民衆蜂

起においては、政治的イスラームは影を潜め、

普通の市民が主役となって社会変革が起こ

されていた。同時に 2014 年 5 月から顕在化

した IS をめぐる議論についても、イスラー

ム思想研究の立場から検討を重ねていくこ

とにした。そこで、本研究テーマは、これま

で十分に研究されなかった「市民宗教」とし

てのイスラームが担う新たな役割と課題を

現地調査に基づいて多角的に研究するとい

う目的を立てた。 

（２）この研究目的に基づいて、これまであ

まり調査が行われなかった中国、台湾、韓国

などの調査も行い、イスラーム教徒の移民が

急増しているヨーロッパ各地やアメリカの

宗教的動向を調査するとともに、アメリカや

ヨーロッパなどイスラーム地域以外で開催

されるセミナーやシンポジウムにも、積極的

に参加した。また、年に２回、海外および国

内から、研究課題に沿った高名な専門家を招

聘して、公開講演会を開催し、年度内に３回、



本研究プロジェクトに参加している研究者

による研究発表会・勉強会を開催することに

した。これらによる論文、研究ノート、出張

報告などの研究成果と出張報告を毎年度末

に出版する東京国際大学国際交流研究所の

研究報告書『IIET 通信』に本科研の研究報告

を掲載することとし、 同時に研究の詳細な

報告を科研のホームページにも掲載し、本研

究の成果を広く社会に問うこととした。 

 

３．研究の方法 

本科研プロジェクトは、社会変革期を迎えて

いるイスラーム世界における宗教の課題と

役割を検討し、市民宗教としての社会の統合

理念となる新たな役割を検討する目標を実

施するために、研究代表者および分担者はそ

れぞれの専門とする国・地域を実地調査する

とともに、イスラームだけでなくマイノリテ

ィの宗教状況についても調査を実施した。そ

の目的のために、代表者、および分担者はエ

ジプト、ヨルダン、カタル、ドバイ、オマー

ン、トルコ、アルジェリア、チュニジア、パ

レスチナ、オランダ、ポルトガル、カナダ、

アメリカ、イギリス、フランス、オーストリ

ア、中国、韓国などへ出張した。 

現地調査だけでなく、本科研の研究者は、

代表者の塩尻をはじめ、多くの分担者が、海

外で開催される国際会議やシンポジウムに

積極的に参加・招聘された。主なものとして

は、塩尻は 2013 年 4 月にカタルで開催され

た第 10 回ドーハ宗教間対話会議に日本代表

として招聘され、また 2014 年 11 月にウィー

ンで開催されたキング・アブドゥッラー・宗

教間・文化間対話・国際センター（KAICIID）

の対話会議に招聘され最終日に基調講演を

行った。同年 11 月 15 日からエジプト・カイ

ロへ移動し、カイロ大学文学部日本語学科創

立 40 周年記念シンポジウムに招聘され、日

本とイスラームの相互理解について講演を

行った。2015 年 4月には東京で開催された世

界宗教者平和会議で宗教間対話についてア

ラビア語で発表を行った。研究分担者の池田

美佐子は 2014 年 8 月にトルコのアンカラで

開催された世界中東学会に参加し研究発表

をおこなった。四戸潤弥はエジプト・カイロ

大学で開催された、同志社大学一神教学際研

究センターとカイロ大学東洋学研究センタ

ーの共同開催による第3回国際会議に参加し、

アラビア語で研究発表を行い、2015 年にはト

ルコのアンタリアで開催されたイスラーム

刑法学会に招聘されて講演をおこなった。ま

た 2013 年にはチュニジアで開催された

TJASSST（チュニジア―日本、文化・科学・

技術学術会議）に、塩尻、池田、宮治、岩崎

が参加して研究発表を行っている。これらの

成果は科研のウェブサイトでも公表してい

る 

 

４．研究成果 

初年度の 24 年度には 2 回の公開講演会を開

催し、ロンドンからレオ・ベック大学前学長

ジョナサン・マゴネット先生を招聘して、東

京大学・立教大学との共催で講演会を実施し

た。第2回目の講演会には二人の若手研究者、

リビアのアヘット・ナイリ博士とタジキスタ

ンのズバイドゥロ・ウバイドゥロエフ博士を

招へいし、「『アラブの春』のその後」として

リビアと中央アジアのイスラーム社会の変

化について講演していただいた。2013 年 2月

の内部研究会にはフランス国立科学研究所

のアイーダ・ザハル博士を招いて、レバノン

の結婚事情について研究会を行った。25年度

は 1回となったが 6月に 4人の内外の研究者

を招聘して公開シンポジウムを開催した。26

年度は 9月にはトルコからアドナン・アスラ

ン教授、中国から哈宝玉教授を招聘し、日本

宗教学会第73回学術大会からの依頼により、

この 2名の研究者と四戸・岩崎・塩尻が加わ

って、特別（英語）パネル「変革期の社会に

おける他宗教理解」（代表・塩尻）のテーマ



で、日本宗教学会の歴史上、初めてとなる英

語による発表を行うとともに、上記の 2名の

研究者を講師として東京・新宿で、公開講演

会を実施した。11 月にはチュニジアからムニ

ーラ・シャプトー先生を招聘して、チュニジ

アの民衆蜂起と女性問題のテーマで公開講

演会を開催した。27 年度はロンドンから前回

も招聘したマゴネット博士とカイロからタ

ーレク・ハーテム博士（カイロ・アメリカ大

学教授）の 2 名の外国人研究者を招聘し、2

回の公開講演会を開催した。これらの講演会

および研究会の報告はすべて「科研Ａ変革期

のイスラーム」ホームページに公開するとと

もに、詳細な出張報告、講演会・研究会記録

などは、毎年度末に研究拠点の東京国際大学

国際交流研究所の紀要『IIET 通信』として出

版するとともに、同研究所のホームページに

掲載した。 

イスラーム世界は本科研のプロジェクト

を開始した際に不安視していたことが現実

の問題となり、「市民宗教としてのイスラー

ム」の姿が、予想外に変化し始める時期にあ

たった。しかし、着実にアカデミックで客観

的な立場で研究を進めることによって、本科

研の立場は揺らぐことはなかった。冷静な判

断で本来の基盤的研究を継続することによ

って、変革期のイスラーム研究に縦横に対応

することができることを示した。 

また本科研の成果を社会に公開するため

に、当初の計画通りに、科研分担者 14 名、

研究協力者 2名、計 16名の論文を編集して、

共著『変革期イスラーム社会の宗教と紛争』

（塩尻和子編著、明石書店、2016 年、410 ペ

ージ）を出版することができた。本書はそれ

ぞれの研究者が専門的な立場で現在のイス

ラーム社会を調査・研究した専門書であるだ

けでなく、一般の読者にも読みやすい文体で

編集されており、現在のイスラーム社会を読

み解くための重要な参考書として役立つこ

とと確信する。 
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